
ワクチンによる感染症に対する制圧、制御目標の共有と、

国民を感染症から保護するための啓発

感染症サーべイランスの定期的な評価

感染症サーべイランスの定期的な見直し

海外での予防接種プログラムの変更・新規ワクチンの開発

・ワクチンによる感染症の制圧・制御目
標の関係者間での共有

・ワクチンが満たすべき要件・利用法等
の検討 等

新規ワクチンの国内外からの
我が国における開発

非臨床・臨床評価ガイドラインの整備
ＰＭＤＡ治験相談・審査体制等の拡充

ワクチン製造販売企業の研究開発体制の再構築

・新たなワクチンに対する予防接種法
への位置づけの早期検討

・任意予防接種、トラベラーズワクチン
等に対する国民の保健衛生向上や保

護の観点からの啓発

プロセスの透明性の
向上と関係者による
一層の普及啓発
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